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1[-1 肝菜苗の振り売りとパンジーの導入 ]]]-3 寺谷の土地利用と花升栽培の専IJlj化
IJ -2 鉢物花升栽培の発展 lV ~'ヒハ:栽j去の社会構造















としての花fi二栽培は，東京南郊の世田谷(小田内， 1918)，多摩川温室付(青鹿， 1935;沢田， 1968)， 
秦野盆地(沢田， 1972)等で研究されてきた.また，東京東郊においては，特に鹿骨の鉢物栽培(UJ 
























j] - 1 Wl菜苗の振り売りとパンジーの導入
つ
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た.彼等は庭先に約50坪の苗床を造り.ナス1311， トマトAIを育て，それを 4J=J 28日から 5月18日位ま
で売り歩いたという.つまり，ナス キュウリ トマトの野菜苗は 肩に懸ける篭と手に下げる箱に
それぞれ3段に重ね， 500本を入れ，自転車に乗せて鴻巣!訳まで，そこから列車で東京まで行き， LI 
の手ゃTlllJの住宅地まで振り売りに行った.戦災で~2:j由の多かった東京で、は野菜苗一本 51斗でも一軒
10本， 20本と購入するので良く売れたという.
庭先の苗床はサツマイモの15床と!可じように藁編みで 落ち葉 藁 下n巴を入れて造られた.発熱
を良くするため，新しい床には坪当たり米糠 5升，古いものには米糠3升投入したという.苗!未の保



















































埼綜の鴻巣花市場は，当初開設臼が週一巨iであったが，入荷量の増大と共に:im12 Iヨになった. 1970 
年には売場がピ、ニールハウスから新社屋に変わり， 1976年には売場面積を増設した.埼綜の鴻巣花市
場には遠くは愛知県の稲沢市を始め関東近県の花井栽培者および花Jlf販売者が集まるようになった

































第 l表に示したように1970年代に戸数においてJIm村が鴻巣市を追越した. )1 EH_村では花芥栽培は，
この花J'fついで徐々にj古巣地区に伝指した.当初寺谷と元荒川を挟んで向かい合う舟塚地区に入り，
気ーハウスキュウリやナスの産地であった広田地区に入り，栽j告は 197 3-5~ミのオイルショ y クの後に






















































































































































培，夏野菜栽培地帯と一致することを示唆した(斎藤， 1982， 1988). 




で， HJ 1日]は 6月末から 9月末までの 3ヶ月 IHJである.鴻巣市や行Ililiの花:ytf-栽培者はシクラメン，カ
ランコエ， シンピジウム等カf多い. J奇玉県の花jヰのLlJJ::. げ~~_t.tf:fは， li主jきケj京カ¥'90%，il!長チ!こがて 5%， /J、
制沢・秩父 5%であるというお)そこで，以下戦場ケ原開拓での山上げ栽培の推移と実態についてみ
よう.
lj役場ケJIjT1~ f.J拓地ではダイコン栽培の衰退にwし 1 イチゴの LLJ 上げ栽培が行われるようになった. 1977 
年当時lj役場ケj京開拓地はイチゴ前が殆どで，若干の野菜と花JlFは観光客用のニッコウキスゲi認のみで
あった.当時，鶏頂UJ1'Jf!Ji{iでは雲間平，プリムラ・ポリアンサスのUJ上げが一部で、みられる程度であっ
た(斎藤， 1981). ところが， 1983年になると，花7与がイチゴI~[ï と桔抗し，凌駕する勢いであった.
イチゴはU-，上げ期間が8月仁i二l句から 9月下旬までと短くなったため，イチゴ:J:illの一部にはレタス等が
栽培されていたが，イチゴWiが最大の面積となった 9月231ヨに調査したものである(第 4Im). 花子「
ではシクラメンを栽培する温室が培えたばかりでなく，ポリアンサス，カランコヱ，オブコ等の鉢物
が寒冷紗をかけたビニールトンネル，露地栽培されていた(写真 2). 1989年10月2日にはイチゴは
































であろう.前述のLL!上げされる花升は カランコエ プリムラ類 シクラメンなどのJI員序で111Tげさ
れるので，同一の iliIl.室が少なくとも 2~3[TII利用される結果となる(桶 J1 農業改良普及所， 1982). 











で l~fJ:{とする. もちろん，栽培する花芥の品種は農家によって異なるが 一般的にはハウス内では 3-
4の品種の鉢が回転されることになる. したがって，温室は地元の露地栽培で、鉢上げされたシネラリ










































軒である 10) したがって， 3軒の水稲受託農家は寺谷の20i!lの水mを耕作していることになる.こ
のうち， A氏 (J農家番号 1)に委託しているのは19Q1f，B氏(向 3)に 21!F，C氏 (1可9)に 1i!Fで
ある. しかし，この 3i!FFは，寺谷主穀栽培集団を形成しているので，消毒なとごは水稲栽培を委託して
いない農家を含め寺谷の水田を全て共同防除している.































A:草分け B : I日家 C:新宅国:水田(白作) ~:畑(自作〉














農家にあっては， 3 H1~代にわたる家族労働力の存在が不可欠である. しかも，家族労力のなかにあっ
ては，青-壮年層が花JiF栽培の規模拡大，豊かな経験を有ーする老年層が新しい12磁のイ/I:el:Uに努力する
など家族内分業と有機的協力も進んでいる.この関係がうまく進展しているj民家は，付加価値の高い
高級品種の栽培や新1211種のヒ y ト商 i誌の作出が)可能となる.このような農家の中には売上高が 1 億 P~J
に達しようとする企業I'lサ農家 (corporatefarm) も存在する








































業 (Gregor，1982; Healey & Ilbery， 1985) といえるものであろう.
本稿を作成するにあたり個々の花子f-~宅情者ばかりでなく，農林水産省農産園芸局果樹花き諜，埼玉県農林部
地域農業課の田島幹ti!.，桶)1農業改良普及所の半田洋一，鴻巣市農務課の渡辺秋夫， )1里村産業諜の新井 jfI， 
鴻巣花市場の竹内行雄， 1認芸センターの吉田正雄，森田茂一郎および飯塚 孝氏には資料の提供など大変お世
話なった.調査には文部省科学研究費一般研究cr~'EJif-'野菜の山上げ栽培と主産地形成に関する生態地理学
的研究J (No. 63580184:代表 斎藤 功)の一部を，また，まとめには総合研究A r日本業の耕作方式と再






























JLI(iifuは 7ha約であった (1984{F) 
7)このような 111 上げlxJ/'i~ 支 1~:j は， H J'tダナー などイ
チゴでは平くから実施されていた ([1色和1]]， 1967) 
8別)十折付M柿リd泊il)川IJ1佼2業改良 i梓皆守4干':I及え所の三半iド".1出:1王珂E司I?洋下 守-J氏元の談1川"活i
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Sustainable Development of Pot Flower Cultivation in Kounosu， 
Northern Part of Outer Suburbs of Tokyo 
Isao SAITO 
Flower cultivation as a suburban farming started in the Setagaya district of Tokyo with the 
influence of westernized people at the turn of the century. Greenhouse flower cultivation diffused 
to the south bank of the Tamagawa River， in the southern Metropolis. On the other hand， pot 
flower cultivation developed in Shishibone， in the eastern Tokyo. Urbanization of Tokyo de-
veloped so rapidly with sprawling the farmland that flower producing areas weγe forced to shift 
from inner to outer suburban areas as well to favorable warm climate and highland areas. The 
pot flower culti vationhas florished in Kounosu， the northern outer suburbs of Tokyo. 
ln this paper the author elucidates the development processes of pot flower cultivation and 
their sustainability in Teraya settlement in Kounosu-shi. The Teraya settlement occupies on the 
narrow natural levee of the Motoarakawa River and is surrounded by bacJくmarshpaddy fields 
Because the rice yield at Teraya was 60kg per O.lha less than the neighbourhood settlements， 
some farmers started to raise the vegetable seedlings and vended them to non-farm households 
around urban areas of Tokyo during ¥iVorld War n. One consumer recommended a farmer to 
raise pansies， exotic flowers for ]apanese in those days. Pansies as well as vegetable nursely 
seedlings were welcomed by urban dwellers and vended well， although they were suffered from 
food shortage just after World War n 
With the recovery of ]apan's economy the varieties of flowers prodllced at Teraya changed 
gradllally from pansy and daisy to flower cabbage， cineraria and azarea， then to cyclamen. All of 
these flowers were nllrsed as pot flowers. Although these pot flowers were shipped to Tokyo 
flower markets by small trllcks， the fluctllation and llncertainty of prices bothered the farmers 
Therefore， they established their own flo¥ver market， Kounosu Engei Shijo (horticultural market)， 
in 1967. The increase of flower handlings enable the horticllltllral farmers to build the second 
flower market， KOllnosll Engei Center， in 1972. Flower cllltivation also diffused from Ter眉ayato 
neighbollring settlements and villages. Materials of flowerpots changed from clay to plastic with 
various colour. ThllS， the farmers gradually became specialized horticllltllral farmers， and KOllno-
Sl grew into one of the most famolls pot flower centers in ]apan. 
Farmers had to decide whether or not they shoud continlle flower cllltivation to convert their 
occupations every arollnd 5 years. Above a!l， their decision-making of sustainable development 
was related to the following three opportunities in addition to the establishment of theIl局 ownmar-
kets. As many farmers tended to pr‘oduce exclusively flowers， they entrusted the rice cllltivation 
to the Cllstom farmers. Custom farmers retllrened 20-25 % of rice yields to pot flower farmers 
and al of straw residllals which became good organic matter for the nursery plants. Three cus守
18 
tom farmers of harvesting rice emerged， therefore， with the specialization of pot flower cultivation 
in the Teraya settlement around 1973 
Secondly， horticultural farmers borrowed mountain fields to enlarge their farm scale. MOlln-
tain fields were located in Karuizawa， and Senjollgahara ancl Keichollzan relamation settlements 
above 1、000meters from the sea level. They raized there such flowers as primula-polyanthlls ancl 
cyclamens. Because the seecllings of these plants tencl to have goocl flower bucls under frost 01' 
cool climate before being nursecl in greenhouses in the plain， these pot plants with fll flowers 
were enjoied the highest price by marketing at Chrismas and New Year season. 
Thirclly， horticultural farmers changecl to holticultural entrepreneurs， one of the most high 
pγoducts farmer classes in indllstrializecl society in ]apan. Thus， they travel arouncl the worlcl in 
off-seasons in order to seek new varieties of pot flowers and ornamental plants， ¥vhich will be 
marketecl at the maximum price. 
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写真1 地元市場に出荷される鉢物花井
地元の花井市場に出荷される鉢
物花井 ・観葉植物類.カットは
鉢物を 6段に積める花井輸送用
のトラック.鴻巣市寺谷集落
(1985年4月)
写真2 ポリアンサスの山上げ栽培
ポリアヌポリアンサスなどのプ
リムラ(サクラ草)類は，標高
1，200mの戦場ヶ原開拓地で露
地栽培される.寒冷紗をかけて
あるのも，プリムラ類である.
栃木県日光市戦場ヶ原開拓地
(1983年9月23日)
写真3 鉢物花井シクラメンの濯概風景
シクラメンの鉢は，ビニールハ
ウス内に置かれているが，両袖
が開放されており，雨除け栽培
といえる.戦場ヶ原開拓地は鶏
頂山開拓地に比べ平坦で，水利
に恵まれていることが，花井の
山上げ栽培地にしている.この
土地を借りているのは鴻巣市寺
谷の花井栽培者である.栃木県
日光市戦場ヶ原開拓地 (1983年
9月23日)
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写真4 自然堤防上のパンジー栽培の残
象
パンジーは鴻巣市に導入された
最初の花である.花子干の品種の
高級化とともに殆ど見られなく
なった.いわば，寺谷における
花井栽培の残象である.鴻巣市
寺谷集落 (1987年4月).
写真5 温室内の花井栽培景観
yゲラス温室の内部には，時期に
より様々な鉢物花井がならぶ.
これは4月初めなのでカランコ
エなど春の鉢物草花である 鴻
巣市寺谷集落 (1987年4月)
写真6 培養土の原料となるローム土壌
花井の鉢物栽培は，いわば土壌
を売る産業なので，培養士の手
配が重要となる.花井栽培の持
続的発展のためには土ばかりで
なく，苔など他地域に依存する
割合がますます高くなる.鴻巣
市寺谷集落 (1987年4月).
